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　毎月第3日曜の「家庭の日」を啓発する事業として「家庭の日」作文コンクールを実施したところ、582人から応募があり、
次の皆さんが入賞しました（敬称略）。 問　生涯学習課（☎︎62-1036）

「家庭の日」作文コンクール入賞者

【
最
優
秀
】
６
人

「
わ
が
家
の
七
五
三
」
板
倉
彩
恵
（
か
り
が
ね
小
４
年
）

「
ば
あ
ば
と
じ
い
じ
に
お
く
る
階
だ
ん
ア
ー
ト
」翠
茉
彩
子（
衣
浦
小
５
年
）

「
家
族
の
良
さ
」
福
田
芽
唯
（
亀
城
小
６
年
）

「
ぶ
ど
う
と
共
に
過
ご
し
た
夏
休
み
」
鈴
木
千
愛
（
富
士
松
中
１
年
）

「
自
分
の
小
さ
さ
」
鈴
木
右
作
（
富
士
松
中
２
年
）

「
日
常
」
西
尾
結
人
（
朝
日
中
３
年
）

【
優
秀
】
６
人

「
ぼ
く
の
弟
は
家
族
の
太
陽
」
眞
下
悠
翔
（
東
刈
谷
小
４
年
）

「
オ
レ
と
い
う
人
間
」
鈴
木
翔
登
（
双
葉
小
５
年
）

「
三
つ
の
光
る
線
」
井
上
裕
子
（
富
士
松
東
小
６
年
）

「
困
っ
た
名
前
だ
け
ど
最
高
の
名
前
」
石
徹
白
詠
介
（
依
佐
美
中
１
年
）

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
長
谷
川
颯
那
（
朝
日
中
２
年
）

「
祖
母
の
笑
顔
」
毛
利
漣
那
（
刈
谷
南
中
３
年
）

【
入
選
】
46
人

松
尾
一
輝・原
田
大
我
（
亀
城
小
）、橋
本
紗
苗・篠
原
立
樹・和
田
梨
央
（
小

高
原
小
）、
村
岡
苺
香
・
多
田
准
聖
（
日
高
小
）、
中
川
大
靖
・
谷
端
夕
依

（
衣
浦
小
）、
山
田
陽
翔
・
加
納
茉
晴
・
佐
藤
匠
真
（
住
吉
小
）、
江
口
拓
弥
・

小
板
幹
汰
（
か
り
が
ね
小
）、
稲
田
隼
人
・
近
藤
新
・
佐
々
木
琴
子
（
平

成
小
）、
戸
田
倫
太
郎
・
村
山
可
恋
・
杉
山
陽
菜
（
富
士
松
南
小
）、
野
々

山
瑠
七
・
柏
木
み
あ
・
塚
本
瑠
妃
（
富
士
松
北
小
）、
入
江
栞
璃
・
日
向

佳
穂
（
富
士
松
東
小
）、山
田
湊
太・堂
園
颯
真
（
小
垣
江
小
）、田
中
柊
羽・

尾
崎
成
美
（
双
葉
小
）、
高
木
美
来
・
林
唯
（
東
刈
谷
小
）、
湯
ノ
迫
千
春
・

神
谷
彪
吏
・
内
藤
龍
（
朝
日
小
）、
原
田
咲
希
・
田
中
柚
帆
（
刈
谷
南
中
）、

野
中
颯
佑
・
加
藤
碧
太
・
竹
川
菜
月
（
刈
谷
東
中
）、
菅
原
彩
羽
（
富
士

松
中
）、
田
中
塁
翔・中
薗
亮
太・西
澤
も
も
か
（
雁
が
音
中
）、
内
村
悠
大・

山
田
夢
唯
（
依
佐
美
中
）、
山
本
瑚
々
奈
（
朝
日
中
）

　
八
月
八
日
の
木
曜
日
、
ニ
ュ
ー
ス
は
一
斉
に
緊
迫

し
た
様
子
で
伝
え
て
い
た
。
今
ま
で
「
い
つ
か
は
来

る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
つ
い
に

来
る
。
僕
は
そ
う
感
じ
た
。

　

母
は
立
ち
上
が
っ
た
ま
ま
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、
以
前
か
ら
玄
関
の
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の

中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
始
め
た
。

「
地
震
本
当
に
来
る
の
？
や
ば
い
？
」

「
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
…
…
。
そ
の
可
能
性
が
普
段

よ
り
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
気
を
つ
け
な
い
と
。」

　
我
が
家
の
電
話
が
置
い
て
あ
る
棚
に
は
、
中
学
二

年
生
の
時
に
、
姉
と
僕
が
技
術
の
授
業
で
作
成
し
た

二
台
の
ラ
ジ
オ
と
、
姉
が
小
学
五
年
生
の
時
に
学
校

で
作
成
し
た
「
東
刈
谷
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
災
手
帳
」
が

紐ひ
も

で
繋つ

な

が
れ
て
引
っ
か
け
て
あ
る
。
そ
れ
は
三
ク
ラ

ス
分
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ

て
い
る
。
普
段
見
る
こ
と
は
な
い
が
、
何
気
な
く
め

く
っ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
け
が
の
手
当
の
仕
方
や
地

域
の
防
災
マ
ッ
プ
、
安
否
の
確
認
方
法
、
ま
た
、
小

学
校
や
避
難
所
の
具
体
的
な
設
備
な
ど
が
書
か
れ
て

い
た
。
改
め
て
、
僕
た
ち
は
防
災
を
学
び
続
け
て
い

た
ん
だ
な
と
感
じ
た
。
こ
こ
ま
で
、
学
校
で
防
災
に

関
す
る
学
び
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
巨
大

地
震
は
来
る
の
だ
ろ
う
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。

　
次
の
日
も
塾
が
あ
っ
た
。
少
し
だ
け
そ
わ
そ
わ
し

た
け
れ
ど
、何
事
も
な
く
一
日
が
過
ぎ
た
。
ス
ー
パ
ー

で
は
水
が
売
り
切
れ
て
い
た
と
母
が
言
っ
て
い
た
。

父
は
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
な

と
言
っ
て
い
た
。
日
常
を
送
り
な
が
ら
、
普
段
よ
り

意
識
を
高
め
て
過
ご
す
こ
と
が
必
要
ら
し
い
。
ベ
ッ

ド
の
横
に
ス
ニ
ー
カ
ー
と
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
置
か
れ
て

い
た
。
過
去
の
地
震
で
は
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
生
き
埋
め
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
鳴

ら
す
ん
だ
よ
。」

　
僕
は
生
き
埋
め
に
な
っ
た
気
持
ち
で
ホ
イ
ッ
ス
ル

を
吹
い
て
み
た
。
そ
ん
な
瞬
間
が
来
る
な
ん
て
、
今

は
信
じ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、

「
わ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
、
母
を
安
心
さ
せ
た
。
本
当
に
地
震
が
来

た
ら
、
今
の
日
常
は
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
。
キ
ッ
チ
ン
で
は
い
つ
も
ど
お
り
、
母
が
夕
飯
の

支
度
を
し
て
い
る
。
首
に
冷
や
し
た
リ
ン
グ
み
た
い

な
も
の
を
付
け
て
い
る
。
今
年
の
夏
は
、
い
つ
も
以

上
に
暑
い
気
が
す
る
。
そ
う
思
っ
た
ら
真
夏
の
避
難

生
活
が
地
獄
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
た
。

　
そ
れ
か
ら
何
日
か
、
日
常
の
中
に
非
日
常
が
あ
る

日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
、
夏
休
み
は
進
ん
で
い
っ
た
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
も
水
が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

夕
飯
時
に
進
路
の
こ
と
も
よ
く
話
題
に
上
が
る
よ
う

に
な
り
、
正
直
考
え
る
こ
と
が
多
く
て
現
実
逃
避
し

て
し
ま
う
。
こ
の
調
子
だ
と
出
校
日
は
問
題
な
く
訪

れ
る
だ
ろ
う
。
明
日
は
必
ず
来
て
、
夏
休
み
ぎ
り
ぎ

り
に
課
題
を
終
わ
ら
せ
、
あ
っ
と
言
う
間
に
中
学
を

卒
業
す
る
の
だ
ろ
う
。
高
校
生
に
な
る
こ
と
を
誰
も

疑
わ
な
い
。
日
常
は
当
た
り
前
に
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

　
で
も
、
当
た
り
前
は
あ
っ
と
い
う
間
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
事
故
や
病
気
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
健
康
で
、
毎

日
ベ
ッ
ド
で
眠
れ
る
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
す
ご

く
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
騒
動
」
で
、
家

族
で
防
災
対
策
と
当
た
り
前
に
過
ご
し
て
い
る
幸
せ

な
生
活
に
つ
い
て
、
何
度
も
話
し
合
う
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
で
き
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
何
事
も
な
い
こ
と

を
強
く
願
う
。
僕
の
日
常
は
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
も

家
族
と
一
緒
に
続
く
の
だ
か
ら
。

「
日 

常
」　　
西に

し
お尾 

結ゆ
い
と人

最
優
秀


